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本校舎高等部 「進路実現に向けた支援のあり方について」 

～作業学習、自立活動の授業づくりを通して～ 
 

１ テーマ設定の理由 

本校舎高等部では、本校舎中学部や近隣中学校から進学してきた生徒 77 名が、３障が

い種４教育課程に分かれて在籍し学習している。生徒の実態は多様であり、教師が個々

のニーズに寄り沿う形で教育活動を行っている。 

今回の全体研究テーマ「４障がいに対応した学校としての授業づくり～学部課題への

取り組みを通して～」を推進するに当たり、学部として挙げた課題は「希望進路の実現」

である。就労や進学を目指す生徒に対し、高等部は、支援学校の出口としての役割を大

きく担っているからである。 

生徒の進路実現に向けては、本校のキャリア教育全体計画６項目について高等部段階

の目標を設定し、学習活動を展開している。目標達成のためには、一つ一つの有効な支

援方法を検証し、系統立て、高等部として統一感のある指導を行う必要がある。 

また、生徒が希望進路を実現させるために身に付けるべき力として、基本的な知識・

技能とともに「思考力・判断力・表現力」が挙げられる。これらは、授業での達成感を

重ねて培われるものと考える。 

以上のことから、授業の中で「生徒自身がわかった・できたと思えるような支援」を

目指し、本テーマにより研究を進めていくこととした。 

 

２ 研究方針 

（１）病弱・肢体不自由通常学級：自立活動をベースとした授業改善 

（以下、自立活動グループと表記） 

〈１年次〉集団参加と自己理解を促す、自立活動の授業研究と実践。 

〈２年次〉自立活動の目標をベースとし、研究対象を各教科に広げて授業改善に取り

組む。 

（２）知的・重複学級：作業学習における適切な支援と系統性の検証 

（以下、作業学習グループと表記） 

〈１年次〉作業班ごとに、作業種目について検証し指導の根拠を明らかにする。 

〈２年次〉支援の妥当性を検証し、全班の系統性を確認する。 

 

３ 研究経過・内容 

 自立活動グループ 作業学習グループ 

H30 6 月  

学部研究①  
１年次の方向性、研究課題決定 

7 月 ② テーマ、内容確認、授業計画 作業班ごとの実践の振り返り、課題 

9 月 ③ 研究授業 

授業研究会 

実践事例検討 

（農耕、環境、木工） 

10 月 ④ 授業研まとめ（成果と課題の確認） 

対象生徒の変容について① 

実践事例検討（陶芸・リサイクル） 

各作業班指標表についての検討① 

11 月 ⑤ 対象生徒の変容について② 

研究のまとめ 

実践事例検討（縫製・調理） 

各作業班指標表についての検討② 

12 月 ⑥ まとめ 

R1 5 月 

学部研究①    
2 年次の計画  
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6 月 ② 
研究の内容、方向性を確認、各教科

での取り組み 

⑴全体計画見直し 

⑵班ごとの取り組み 

実践事例検討（授業研：調理班） 

7 月 ③ 協議「アクティブラーニング」 

指導略案で検討 

⑴、⑵ 

実践事例検討（授業研：木工班） 

9 月 ④ 
各教科の指導略案で検討 

⑵進捗状況を資料で共有 

⑴全体計画と作業日誌様式の検討 

10 月 ⑤ 
各教科の指導略案で検討 

⑴、⑵ 

⑶系統性確認、教師の班間交流 

11 月 ⑥ まとめ 実践内容の確認 

12 月 ⑦ 高等部まとめ⑴  グループ間の成果共有  

R2 1 月 ⑧ 高等部まとめ⑵  ２年間のまとめ  

2 月 ⑨ 来年度研究について 

 

４ 研究実践 

（１）自立活動グループ 

普通教育に準ずる教育課程の中で、「自立活動」の授業は、生徒たちにとって意義深

い時間である。１年次は、Ａ組でこれまで培ってきた生徒と教師の関係性の上に立ち、

集団参加の難しい生徒も見通しをもって活動できる授業づくりを研究・実践した。そ

のうち、自立活動に防災教育を絡めた授業を取り上げ、災害への備えを考える中で自

己理解を促す支援について検討した。 

この成果を受け、２年目は、限定的な場での自己理解を生活全般に応用させるべく、

研究対象を各教科に広げ、有効な支援方法について横断的に検討した。 

〈１年次〉安心して参加できる授業の中で生徒の自己理解を促す。 

ア 授業研究テーマ「主体的に自分の身を守るために～防災学習から学ぶ～」 

      （自立学習×防災教育） 

イ 目標 

①東日本大震災の被災地について学習し、併せて復興の状況を知ることができる。 

②学習を通して自己理解を深め、必要な支援を周囲に求めることができる。（本授

業では主として車椅子使用の生徒を対象とする） 

ウ 指導の経過 

 

 

 

 

 

 

エ 成果○と課題●（抜粋） 

○通常の学習集団（頼りの保護者がいない環境）で校外学習を行ったことによ

り、対象生徒が自ら介助を依頼する場面を作り出すことができた。 

○まとめの授業の展開の中で、対象生徒からの危機感を表現する発言と、周囲

の気付きを引き出した。 

●対象生徒自身が普段から危険や不便を感じる場面がないこと、困難に対する

想像力があまり働かないことから、災害に備える意識がなかなか発現しない。

防災袋の準備も未だ行われていない。引き続き本人・保護者の防災意識を喚

起し、今ある力でできる限りの安全確保をさせたい。 

〈２年次〉自立活動の目標をベースとし、研究対象を各教科に広げて授業改善に取り組

む。 

ア 生徒の実態把握と【主体的・対話的で深い学び】【アクティブラーニング】の捉

えを確認 

第１次：8.30 防災学習オリエンテーション（１ｈ） 

東日本大震災のこと“そのときあなたは” 

第２次：9.13 先人に学ぶ       （１ｈ） 先生の体験談を聴く 

第３次：9.26 校外学習事前学習    （１ｈ） 校外学習事前アンケート 

第４次：9.27 復興の様子を知ろう   （７ｈ） 校外学習（陸前高田市） 

第５次：9.28 ふりかえりとまとめ   （１ｈ） 研究授業 
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【主体的な学び】自分の意志・判断によって自己を認識し修正し相対化すること

ができるようになること。 

【対話的な学び】教室の中の他者との対話によって、自己相対化を図り自己認識

すること。 

【深い学び】「主体的な学び」と「対話的な学び」の過程を通して、それぞれの教

科ごとの見方や考え方を働かせて、今ある自分をメタ認知すること。更に、

そこから身に付けた資質と能力の３つの学びを将来に広げること。 

【アクティブラーニング】（以下ＡＬと略記）学習者の能動的な学習への参加を取

り入れた教授・学習法。 

※本研究では、「教えて考える授業」という視点で、教師から分かりやすく教え

ることを重点とした上で理解確認や理解深化でＡＬ的な活動を入れること

とする。 

イ 指導略案をもち寄り、効果的な支援について検討。以下に３事例の成果（要約）

を抽出し表記する。○成果●課題（抜粋） 

 

 

 

 

○五感に働き掛ける教材、思わず夢中になるエンターテイメント性の高い活動、

視覚教材や書く作業の精選で、生徒の興味関心を引き出し、不安感を軽減し

た。 

○考えたり、自分の考えを表現したりする活動を個、ペア、全体と徐々に広げ

ることで、考えを深めることができた。 

●教材の準備に時間を要する。 

 

 

 

 

○身近な問題をテーマに、複数の単元（「ブレーンストーミング」「レポート」

「プレゼンテーション」）を系統的に組み立てたことにより、どの活動でも具

体的な問題意識をもち意欲的に取り組むことができた。 

○互いに苦手な活動や得意な活動を認識し合い、助け合うことが求められ、自

他を理解するきっかけになった。 

●公欠や実習をはさんだり、活動内容によって参加が難しかったりして、全員

の授業の進度を揃えにくく、特にハイレベルの生徒に注意が行き届かない。 

 

 

 

 

○授業内で繰り返し同じ表現を使い、応用することで、生徒が指示された内容

を推測することができた。 

○分からない単語は英語でヒントを出すことにより、生徒同士で考え、導き出

すことができた。 

●家庭学習へのつなげ方、既習文法のアウトプット。 

〈自立活動グループ２年間のまとめ〉 

授業の中で生徒が「わかった」「できた」と実感するために必要なステップは、①授

業への参加、②教示を理解、③各自のやり方で会得、の３段階である。そこには生徒

自身のメタ認知が現れ、自己や他者への理解が深まる必要がある。これらを引き出す

ために必要な教師側のステップは、①環境整備、②分かりやすい教示、③情報共有・

協働的な授業改善、の３段階であることを実践し確認した。 

〈授業１（社会）〉 

基礎基本的な知識を、工夫して分かりやすく伝え、思考やコミュニケーショ

ンの共通基盤をつくり、授業全体として深い理解を伴った習得を目指した授業  

〈授業２（3 年国語表現）〉  

これまでに習得した知識（概念）・技能を活用して、まだ定まった「正しい答

え」のない問題を教師の指導・支援の下で探求させた授業  

〈授業３（英語）〉  

 日本語で英語を理解するのではなく、英語でのやりとりを通して言葉の意味

を知り、より実践的な英語力を育む授業  
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生徒が、活動の要素「話す」「聞く」「読む」「書く」のどの部分を苦手とし、あるい

は得意としているのか、１つの授業や教科では教師側が見落としていることも多く、

教科間の情報共有は欠かせない。個々のラーニングスタイルを把握して個別に対応す

ることが理想である。しかし、今回詳細に考察したように、環境や授業づくりの工夫

を繰り返すことで、どの生徒も安心して授業に参加でき、どの生徒にも効果的に理解

を促すことが可能になる。 

教師が協働的に考察・改善し続けることで、生徒の学びが充実し、進路実現に迫る

ことができたと考える。 

 

（２）作業学習グループ 

作業学習では、班ごとの作業種目に伴う特質がそれぞれ異なる。全班共通の目標は

「進路実現」であるが、指導に当たっては、班集団としての特色を生かしながら個々

の課題にアプローチすることになり、所属する班によって指導の重点が変わる。 

１年次は、７班すべての授業研究を通して、それぞれの課題点を共有し、「各作業班

で身につけたいキャリア発達能力と作業能力」表（以下「作業能力表」と表記）を作

成した。（資料１） 

２年次は、それぞれの班における生徒の充実感や達成感に注目し、昨年度確認した

支援の妥当性を検証した。また、指導目標と評価、個人目標と自己評価を適切なもの

にするために、全体計画を見直し、作業班全体でより協働的に取り組むための方策に

ついて検討した。 

〈１年次〉全７班の事例検討､課題の洗い出し､「作業能力表」作成。○成果●課題(抜粋) 

ア 実践事例検討① （農耕・環境・木工） 

●読み書きを苦手とする生徒のために、日誌の様式の工夫、全作業班の指標と

なるものが必要である。 

実践事例検討② （陶芸・リサイクル） 

●製品への工夫（販促の観点・他班とのコラボ）、環境の整備。 

実践事例検討③ （縫製・調理） 

●工程が多くて分かりにくい→○「作業工程表と記録表」を用いて作業の拡幅

化実現。 

イ 「作業能力表」（資料１） 

ウ １年次の成果○と課題●（抜粋） 

◯日頃の授業を見直し、班ごとの課題を明確にして、新たに取り組むべき視点を

もつことができた。 

◯「作業能力表」を作成し指導の根拠を明示した。 

●生徒が抱える課題に即して支援できるよう、「作業能力表」の検証を進める。 

〈２年次〉 

ア 班ごとの検証から、生徒の望ましい変容を引き出す有効な支援方法◯と課題●

を抽出（抜粋） 

（ア）目標の扱い 

◯作業朝礼と作業終礼で、個々の目標と達成度を確認。個々の目標を発表した

り掲示したりすることで、生徒教師相互に目標を意識し取り組むことができ

る。自己評価が教師からの評価とかけ離れることが減った。 

◯作業日誌で前時との連続性や目標値等を把握できる。 

●「表情」「声量」「集中」などの目標は生徒の自己評価が難しく、「注意をされ

た回数」のような評価方法も試みられたが（資料３）、今後も工夫が必要であ

る。 

（イ）知識技能の習得（班ごとの特色を生かした多様なアプローチ） 

◯検定試験（資料２）・・・正しい作業工程、適切なスピード、精度等の項目に

ついて試験の試験。合格した生徒に名札や認定証を渡すことにより生徒の意

欲が高まった。 
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◯チェック表（資料３）・・・作業工程ごとに教師の確認を求める、重量・数値

など作業量で成果を表す、など。教師・仲間から採点を受け、評価を可視化す

ることにより、精度や到達度が明確になり、生徒自身が自己評価を適切に行

えるようになってきた。 

（ウ）興味・関心 

◯陶器の歴史、釉薬の名前などの学習を、実際の作業と結び付け、興味を喚起

した。 

◯自分や仲間の製作品の仕上がりを見合ったり、お客様からの声を班で共有し

たりする。 

●日々の観察でどの生徒にも確かな向上を認められるものの、明確な評価基準

がない。 

イ 系統性の確認①教師の班間交流 

それぞれの班の有効な支援を共有するため、職員が担当の班間で交流して体験

し、所見を班全体で共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 系統性の確認②作業学習全体計画の見直し（資料４） 

○全体目標から各班目標、個人目標へとつながるよう、作業班全体の系統性を確

認した。 

○生徒が目標を意識するために有効なツールとして、作業日誌の様式について検

討した。（資料５）班ごとの特性やねらいの違いから、全てを共通の様式にする

必然性は薄いが、進路実現のためには、決まりに沿って活動する姿勢も求めら

れることから、引き続き全班共通の作業日誌を使用することを確認した。 

○適切な自己評価を行い、客観的評価を受容するためのツールとして、ベーシッ

クチェックルーブリック（基礎基本の評価規準）（資料６）を作成した。 

●目標を意識しつつ、作業時間を圧迫しないような作業日誌の様式については、

更に検討が必要である。 

●ベーシックチェックルーブリックは生徒が使いこなすまで時間がかかる。また

文言の整理や生徒個々の課題に沿った項目の選択の仕方など、使用を軌道に乗

せるまでもう少し時間をかけたい。 

〈作業学習グループ２年間のまとめ〉 

各班の特色を生かしながら、生徒の望ましい変容を引き出す具体的かつ適切な支援

方法について検証した。作業学習のねらい（１）「働くために必要な知識・技能・態度

を育成する」のうち「知識」「技能」に対しては、技術検定、数値目標やチェックシー

ト、評価表などで、生徒教師ともに目に見える形で成果を確認できるような評価方法

の工夫と、それに伴う形での生徒の変容がみられた。「態度」に関しては、適切な自己

評価を促すルーブリックを示した。 

 ２年間の実践研究を振り返り、以下３点の課題を整理した。今後、改善・検討を重

ねたい。 

①作業班全体計画を、作業日誌とも連動させて、全体目標から各班目標、個人目標へ

とつながる系統性を、教師生徒双方で意識できるようにすること。 

②目標と評価を適切に扱うために、全班共通の評価指標（ルーブリック）を整え活用

すること。 

③目標や指標の文言を精査し、生徒が活用しやすい形を探ること。 

 

所見（有効と感じた支援の手立て）抜粋 

○今日の仕事内容と目標提示の方法 ○班全体の作業内容を可視化した掲示物  

○ミーティングのもち方（目標提示、役割分担、今日のポイント等）  

○道具の管理、棚や保管場所の工夫  

○生徒の様子（指示の理解、準備など主体的な行動、教え合いなど）  
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５ 成果と課題 

（１）２年間の成果 

自立活動グループでは、昨年度までに自立活動の基本的な授業展開を通年で一律に

し、生徒が安心して集団に参加したり自発的な行動調整を行ったりして、学習に向か

う姿勢を引き出した。今年度は研究対象授業を各教科に広げ、生徒自身の気付きを引

き出し、学びを深めるような支援のあり方を共有した。 

作業学習グループでは、１年次に作成した「作業能力表」をもとに、生徒の達成感

につながる有効な支援方法を共有し、その系統性を作業班全体計画で確認した。 

自立活動グループと作業学習グループとは、教育課程が異なり、日常の関わりも少

ない。しかし、高等部生徒の希望進路を実現させるために必要な思考力・判断力・表

現力は、授業での達成感を重ねて育まれるもの、また自ら気付き学ぶことは、卒業後

の主体的な社会参加への力になるという共通認識から、同じテーマをもって研究に取

り組んだ。両グループとも、適切な支援や生徒同士の関わりの中から、生徒が自ら多

くのことを発見し、学びを深めていく様子をみることができた。 

（２）２年間の課題 

教科における観点別評価のあり方、作業学習における客観的評価方法については、

継続して検討していく必要がある。 
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